
　
４
月
に
な
る
と
園
児
だ
っ
た
子

も
新
１
年
生
に
な
り
、
生
活
範
囲

が
広
が
っ
て
保
護
者
か
ら
離
れ
て

一
人
で
行
動
す
る
こ
と
も
多
く
な

り
ま
す
。
保
護
者
は
子
ど
も
に
何

が
危
険
で
ど
う
し
た
ら
安
全
な
の

か
を
事
前
に
認
識
さ
せ
る
た
め
、

子
ど
も
と
一
緒
に
新
生
活
で
広
が

る
範
囲
や
通
学
路
を
歩
き
な
が
ら

危
険
個
所
な
ど
を
事
前
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

通
学
時
の
子
ど
も
の
安
全

①
危
険
箇
所
を
確
認
さ
せ
る

　
防
犯
上
で
確
認
す
る
時
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
不
審
者
が
「
隠
れ
や
す

く
・
犯
行
が
見
え
に
く
い
」
と
こ

ろ
で
す
。

例
え
ば

・
人
通
り
が
少
な
く
高
い
塀
な
ど
に

両
側
を
挟
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

・
下
校
中
、
家
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
友
達
と
別
れ
１
人
に
な
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ

・
ト
ン
ネ
ル
や
ガ
ー
ド
下
で
昼
間

で
も
薄
暗
く
て
落
書
き
が
放
置

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

・
高
台
に
あ
る
神
社
や
公
園
な

ど
、
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
見
通

し
の
悪
い
と
こ
ろ

・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
で
不
特

定
の
人
が
出
入
り
で
き
、
車
の

か
げ
で
死
角
が
で
き
る
と
こ
ろ

な
ど
で
す
。
過
去
、
こ
の
よ
う
な

人
目
の
届
き
に
く
い
場
所
で
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

場
所
に
は
近
づ
か
せ
な
い
か
素
早

く
通
り
抜
け
る
よ
う
に
教
え
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
行
動
を
把
握

す
る
に
は
「
出
か
け
る
と
き
は
行

き
先
と
帰
る
時
間
を
告
げ
る
よ
う

に
す
る
」
こ
と
を
徹
底
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

②
避
難
場
所
を
教
え
る

　
い
ざ
と
い
う
時
に
逃
げ
込
め
る

場
所
も
探
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば

・
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

・
管
理
人
の
い
る
公
民
館
や
公
共

　
施
設

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
、
市
内
で
も
子
ど
も
が
駆

け
込
ん
で
助
け
ら
れ
た
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。

③
自
分
自
身
で
身
を
守
る

　
不
審
者
に
対
し
て
は
「
い
か
の

お
す
し
」
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
防
犯
標
語
を
覚
え
て
い
て

身
を
守
っ
た
子
ど
も
も
い
ま
す
。

自
転
車
利
用
時
は

命
を
守
る
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」
を

着
用
し
ま
し
ょ
う

　
福
岡
県
警
の
統
計
(
平
成
30
年

~
令
和
４
年
累
計
)
で
は
、
自
転

車
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の
約
６

割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
い

ま
し
た
。

 

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
な

い
場
合
、
着
用
時
に
比
べ
て
致
死

率
が
約
４
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
い

る
統
計
も
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
令
和
５
年

４
月
１
日
か
ら
、
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
、
自
転
車
利
用
者
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
と
な

り
ま
し
た
。

　
自
転
車
に
乗
る
時
は
お
気
に
入

り
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
大

切
な
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

防
犯
専
門
官
　
　
　
山
田
　
英
明

や
ま
　
だ
　
　
　 

ひ
で 

あ
き vol.90

防
だ 犯
よ
り

　

　

自転車乗車中の人身損傷主部位
（平成30年から令和4年までの累計・福岡県）

頭部
37人
（58％）

胸部
6人（9％）

頸部
4人（6％）

顔部
2人（3％）

その他
15人（24％）

筑紫野警察署からのお知らせ　～子ども・女性をねらった性犯罪に気を付けましょう～

４月は入学・入社など、新しい環境での生活が始まる時期です。これから暖かくなってくると、性犯罪が増加する傾向にあります。
防犯ポイントをしっかり把握して、自己防犯活動に努めましょう! 筑紫野警察署 ☎（９２９）０１１０

夜道は危険！
　なるべく１人歩きを避けて、明る
く人通りの多い道を歩きましょう。
　スマホを使用しながらの
「ながら歩きは」はやめましょう。

家でも気を抜かずに！
　家に入る前に周りを確認し、家
に入ったら必ず施錠しましょう。
　防犯カメラ、センサーライト、補
助錠など防犯設備を設置しましょ
う。

「いか」…知らない人について「いか」ない

「 の 」…知らない人の車には「の」らない

「 お 」…連れていかれそうなときは

　　　　「お」おきな声を出す

「 す 」…危ないときには「す」ぐ逃げる

「 し 」…何かあったらすぐ「し」らせる

自治会は、地域住民が自主的に運営している住民の

皆さんに一番身近な自主組織です。地域でのふれあいや

交流活動のほかに、自分たちの地域をよりよいまちにす

るため、互いが協力し合いながら、防犯・防災活動、清掃

活動や夏祭りなどさまざまな活動に取り組んでいます。

地域の皆さんで、安心で安全な笑顔のまちづくりを目

指しましょう。

自治会加入のすすめ

校区自治協議会　AED講習会

さぁ
協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.163

「うめさろん」が紹介する“市民のチカラ”!!
「うめさろん」とは？

　一般社団法人 太宰府市空き家予防推進協議会は、空き家や親子間のことなど「実家」に関する悩み事の解決を

支援する団体です。専任スタッフが相談から解決までワンストップで寄り添いサポートします。いきいき情報センター

１階「くらしの相談窓口」に相談してください。

うめさろんから一言
　誰もがいつかは直面する実家の諸問題。 親が元気なうちに、 家や土地などのこれからについて

話し合っておきたいですよね。 ただ、 何から手を付けたらいいのか悩むところ…。 そんな時に考え

方などのヒントが得られるといいですね。

いきいき情報センター内にある NPO ・ ボランティア支援をするところ
です。 詳しくは広報だざいふ５月号に掲載。 （ページ ID ： 1042）

一般社団法人 
太宰府市空き家予防推進協議会

問い合わせ ☎（９１８）３６３３

≪活動内容≫
・太宰府市内の各公民館や公共施設にて啓発・啓蒙活動や相談会

・くらしの相談窓口にて月に一度、講座の開催

・空き家サミットの開催など

　☎（925）6782　　　https://dazaifu-akiya.com/

※このページでは自治会の活動事例を紹介しています。
　地域の特性に合わせた活動をしていますので、 住んでいる地域の活動とは異なる場合があります。 新型コロナウイルス感染症の影響で中止と

なる活動もありますので、 ご了承ください。

　各区公民館にAEDを配置することに

なりました。市内６校区でAED操作を含

む普通救命講習を開催しました。皆さん

熱心に受講していました。代表して一会

場の様子を紹介します。

　加入の申し込みや詳しい自治会活動など、質問があれば地域コミュニティ課へ問い合わせください。

「最近、災害が多くて心配」

　災害時、一人暮らしの高齢者や留守

番中のこどもが避難するとき、近所の

人はとても心強い存在です。

「知り合いがいないから不安」

　地域活動に参加して近所の人と声

を掛け合う内に、顔見知りが増えて、

いざという時に安心です。

「太宰府って暮らしやすいのかな」

　市内には 44 の自治会があります。　

若い世代も、子育て世代も、シニア世代

も、皆さん助け合って暮らしています。

「いまはまだ仕事が忙しくて・・」

　皆さんそうでした！できることからで

構いません。まずは身近なところから、

地域活動に参加してみませんか？

東小校区

　２月20日㈪に各自治会から合計16

人が参加しました。心肺蘇生やAEDの

操作方法をしっかり学びました。

HP

こんな悩みに

寄り添います

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2627 広報だざいふ 2023.4 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.4 （令和 5 年）


